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ESA300Pro 

点字ラインプリンタ

1ページ5秒！
＇ 最高速の業務用
点字ラインプリンタ

日本最高速の印刷スピードと両

面印刷を実現。32マス22行を
わずか5秒で打ち出し、ライン

プリンタにありがちな紙のよれ

もなく、すばやく美しく仕上げ

ます。

V-500大呈の用紙カットも、スムーズ＆スピーディー

鼠
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I. 詈一t山、

ベージェンドと片耳（両耳）カット同時で1,000枚が15分で完了。操作状
況が一目でわかる液品パネル、ページとは‘し防止ストッカーなどかん

たん操作で使いやすく、音も紗かです。

PORTA-THIELポータ・ティール日本仕様
机の隣に一台、気軽なパーソナル•プリンタ

点字プリンタでは世

界的信頼を誇るドイ

ツ・ティール社との

提携で生まれた、コ

ンパクトサイズのパ

ーソナルプリンタ。

日本点字規格への対

応はもちろん、すべ

て日本仕様です。

ESA721 点字プリンタ•プロッタ
点図表現も思いのまま。
定評ある高性能＆多機能型

I£!覧芦ユニエへすぐれたグラフィック表現が可能。音も

辞かで、広く ご愛用いただいています。

ALVA BRAILLE TERMINAL 
ABT-340 (40+3キャラクター）

世界標準にアクセスできる
点字用ピンディスプレイ

MS-DOSをはじめIBM/OS2、ウィンド

ウス＇にも対応。オランダ・アルパ社特許

のタッチカーソルにより、侵れた操作性

を実現しました。小型軽量で、ノー ト

パ‘ノコンにも最適です。

各機器についての詳細、
その他取り扱い讚器については、
竺社まで資料をこ＂求ください 。

ふ 口鳳！目園l, 有限会社ジェイ・ティー・アール
東京都北区浮llll4-17-4
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突起の付いた横断歩道

「エスコートゾーン」

愛媛票松山市中央ビ丁目、国道 43号線の交差点に、横断帯「エスコート

ゾーン」が日本で初めて設置されました。これは、視覚障害者の安全な横断

のために県警が試行したもので、 Bernの間隔で梯子段状に敷かれたリフ（突

起）帯を、足裏で感じ取り横断歩道を直進できるようになっています。

（関連記事、インフォメーション頁に褐載）
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視覚障害者横断帯「エスコートゾーン」



西山聖也さん卒業式で総代、

4月より新たな出発

桃山学院大学社会学部に在籍し福祉を学んでいた西山 聖也さんは、学生

時代、教材朗読等のボランティアの支援を受けトップの成績を収め、先に行

われた卒業式（平成9年3月l5日）では、同学部卒業生566人の総代として、

学長より卒業証雷を受け取りました。

また西山さんは、ごの春、市の社会福祉協議会勤務という新たなスタート

をきったところです。



広沢大ハ郎さんの喜寿を祝い、

点字と出会ってからの50年に

感謝をする会

広沢さんは、疎開先の関西で日本ライト八ウス創設者の岩橋 武夫より点

字の手ほときを受けました。以来、点字阪・点字タイプライター・パソコン

と点訳方法は変わりましたが、点訳の心は微動だにもせす、主に視覚障害大

学生に対し、東京 ・大阪で点字を打ち続けてきました。

昼

写真は、 4月26日の夕刻に開かれた和やかな会の風景。



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

本誌145号の特集でも指田忠司氏にこ紹介いただいたように、米国

オハイオ州やフランスでは映画上映で視覚障害者向け音声解説サー

ビスが実施されています。これに倣ったかどうかは別として、日 本

でも 4月から大阪の西九条にある映画館で洋画における字稲の朗読

サーピスが始められ話題を呼んでいます。ボラン ティアの協力によ

るところなど、その方式はオハイオ州に共通する点がありますが、

また一つバリアが取り除かれた感があり、その普及が期待 されます。

一方、劇団 昴によって始められた観劇における音声解説サ ービス

は、さらに充実してきました。次回講演は東京の300人劇場でのシェ

ィクスピア作 「十二夜』。講演期間は97年 6月 6日 （金）から25日

（水）、平日 19時、日曜• 最終 日は 14 時開演で、全講演音声解説付

きとなっています。詳しくは電話 03-3944-5451へお 尋ねください。

視覚障害

年間講読料
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